2022年度　第1回 関西大学東京泊園塾　
「難波・大阪のはじまりは、この台地から　―難波宮と大阪天満宮―」
企画概要


■日　時：　2022年10月29日（土） 13：00～15：15　（受付開始12：30）

■対　象：　どなたでも

■会　場：　関西大学東京センター　（〒100-0005　東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー9階）
　　　　　　　JR東京駅　日本橋口隣接、地下鉄大手町駅　B7出口直結会場アクセス





■定 　員：　120名 （新型コロナ感染症の感染状況により変更する場合がございます）

■受講料：無料

■講座内容
＜要旨＞　大阪の中央部を南北に走る丘陵（上町台地。長さ12㌔、標高10～25㍍、幅2～3㌔。北端が
大阪城、南端は住吉大社）は、大阪の歴史を語る宝庫です。この地に孝徳天皇が遷都し、以後150年
間、宮殿群は存続しました（難波宮）。難波宮の実相を探り、その前身がこの台地上にあった大阪天満宮
の歴史と祭礼を紹介します。

●第1講　13：00～14：00　
「大阪天満宮の歴史と天神祭」　関西大学名誉教授　髙橋　隆博 氏
　　菅原道真が藤原時平によって大宰府に左遷させられる途次、孝徳天皇が難波長柄豊崎宮を造営した際、その西北に祀った大将軍社に参詣します。道真の死後、その社の前に七本の松が生え、霊光を放ったという奇譚が都に伝わり、村上天皇の勅令によって天満宮が設立されます。天満宮の成立と天神祭の起源に迫ります。　　

休　 憩　14：00～14：15

●第2講　14：15～15：15
「大都市に埋もれた古代宮殿―難波宮」　大阪歴史博物館　学芸員　村元　健一 氏
大阪市の地下には難波宮という古代の宮城の遺跡が眠っています。遺跡は飛鳥時代と奈良時代の２時期からなります。飛鳥時代の難波宮は、孝徳天皇と「大化改新」を考える際に欠かすことのできない資料です。また平安宮にいたる古代日本の宮城の原型といえるものです。今回は最新の調査成果も紹介しつつ、難波宮の魅力をお伝えします。

■主催・お問い合わせ先：　関西大学東京センター　　　
電話03-3211-1670　　　メール　ku-tokyo@ml.kandai.jp
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